
づ 其 【す 即め 却 ら公 固 の もち米 の 槌 應 を・3 ッて い る g 子 かな し ¦ 旧 い～ I ]

秋 を迎えて
運 営委員会会長 垣 本 等

0 ラと秋 を選え られた と感 じ酉日 加多 くなり ました . 今年の裏は 、

頻暑 日が、 1 8 9 6 ¢ く明治 2 9 年) 以32 の観 測史 上35冬 在更 新 し

建禄 です。 この暑 さか ら、お 客様 • ボラ ンテ ィアの 方R 及 びスタ ッ

フ滞戲 中藏 に後ら 後い様鵡築 を径 って衆 ま しお ・おJ¢' ¦ゴ様 で熱 中症

にょ 為事故 は今の とこ る発生 してい ません 。

そん 痣中 、当公 園前の 田ん ほ横の 曲ぜに 9 月中回 仁(衣  岳理 波岸

加 沢山咲 き言す が、 令年ほ、 第せ 横水 割【こ沿 って 一部分 ( 土の 混

度が 2 い筋 所:) だ け咲 いてい ま しだ 。 臼月末蜀 にや っとあ ぜに 、一

吾に 彼岸花 の芽が 出て きま レ后, 気犠の 宣化が 、草 花、昆 虫、 鳥等

の重 き物 に影御在与え てい ます。

この秋、公!ffl で は、古 民家 ライフ・、天王 森まつ り ( 開園紀 念日) 、

天王 森もち つき等 ¢右 朗カ レンダ ー舎嚴 ) i i 歯 の行 華が多 ぐあ めま

す・ 来駕され、察 し握 覗的ひ と時 在お過 ご レ<:ださい。

秋の野の花苑
毎週至曜 日が野 のを苑 ¢)作業 日で す・

暑いm 間 も、 公用よ り貸 与され たフ 戸ンベ ス トを 「太 って見 え

おけ均 ど審 さよ 町マ シ」 と言G、なが w ホラ ンテ ィ尹さ ん定ら ほ手入

れ ¦こ糖 を出 してくれ ました“

あぎ りの 智さで 花が少 店な n た り レま したが 、 秋の 気記が 漂う と

や n と落ち 蕎きを取 り段 レた 点 ラで す。 これ がら野擾あふ・れ卷野

弟が咲 いで きます.

咲ぎ 始めの 彼岸花 と共 にあ察 しみ ください。 風 霜 !3
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「生 ま物 BH H 8豚 会 」
W 月 1 日｛火) 替加 予約
モユタリング!K査
抵 月第 1 火曜 日を予定

就
「か かし展 示」
9 月初 旬 ～10 月 下旬
公 園ボランティア作 品晨示

『制 刈 り体 驗 」参 加 予約
10 H 5 日田
嬉域 の保 育 園 ・幼推 園 ・験
学生 の 書加
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1I古 民 はライラ」
山 月 14 日用 規 ｝警 加 予 約
電 しの館 どt 禁文 化 の弥 験
ライ丸 標 笛とピアノ¢J讓 奏

E Jr̂ e 「新そば東つ 母」的売 券 販あ

E 1 ■ 1。月 W  B ¢日) 前売 皿 食

■ ■■ ^ 当 日 m 魚 そば打 ち南 志 炉
・牡 ずる 新千ば 表如

天 王 森 裏 公 團 行 事 カ レ ンダ ー 拝 紀

ほホ ー ム ヘ ー ジを 鬱 照 < 玲 さい 。

「五 王» t 〇 y j
I 1 月 仲 日( 日｝ 自由養 加
公 園 開a j 27 js 年行 事
天 王 森鍋 •焼 芋 • 野 菜 直売

r 夫 王 春もちつき」
12 月 8 日( 日｝自由擊 加
田ん ほグル ープ井 件 成 した

もち米四 稚祭 - お俳 賑 充

木材を使った顔 の作 兄例
ポラ ンテ ィア淡 他 域小学 歴の課外

授業の題材 と して、木 材 を和品« レて
人の顔 狂作品 例!と して作洗 レ哉 した'

天王 残 泉 公 囲 の ホ ーム ペ ー ジ

https:/ / www.tennioijmorS.net
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くわ くわ森 の手 入 れ
くわくわ疆の綱木 が少海 ・< 聴りEよる さが増 しだ こと

と 、夏g さE 木 の成長 谷早 く、森の下基 卷削 コて

も すぐ怖 びて く惑現 戦です。

この更 ほ男性 スタ ッフと ポラン テ ィアきM Zう と

で 、供械刈 乃西手:¢!) " 作 業で咲 いてい 弟野単 中貴 龍な

蠟 物在裝 して 整えて きま した・ 莞丈 を価 く湿 ったた

め 、花咲 く野 学がと ころ どころ 見られ 、花の 第 を求め

て飛ホチ ョウも飛びがい 、散笠 をなさ 葦舟 には楽 しん

で いたた け茶 と思い ます= こ槍む らは ドング リの華

節 です. クヌギやコナラ の ドング リを楽 レん•で く亡さ

い. 保奎 管理 山本

稲 穂 が たわ わ に携 ( み の ) りました い

■i11Ee W
【森の下協を刈 茶 【手入れされた
女埋ボ ランテ ィア｝ < r )< わ蠢】

ヽ

天王森 泉公寛の前 に広 がる、 田園地 帯. ここの ー殉

に て、私 工ら田んぼ 圧ル ープも 「餅光 」と 「黒米 (百

代 米)」の収稚めさ レて作菜に劾 レん でい ます.

9 月に な って も灼 熱の 日々. ぞれで 行、 暦避 り、私

え ち切 田払ぽで域稲 穂が だわわ になり皆、s ( □ う

ベ ) 在垂 れて います’

幾度が 台風の 襲撃 で危 尊まれ 註 しだ が、 彌罪挿 日こ

た 其て い哉菖 ( 黒米 (D一部はヨ メージ 芸受 けて しまい

ま レだが … > .

ぞ レて 10 月 5 日は 待ち に待 つを稲刈 リイ ベン ト・

号 月末～s 月 贖¦こか けて、田植 えに鬱押い 危だ いた、

題 なよ レこども圓、 娘臓 0 8 フ ァ云リー蔭どの 皆さ

んが、 再び集 合 し・て 収標作業- 何 もな 村 コにぬ む、悉甜

の ：t t世切、実 に、4- 5 ヶ月でこん慧立派な 抵金の 平

原に ！ボランテ ィアスタ ッフで制作 レE 、 案由子の

「やす子」春、建 無Si で レよラ ! ?

その後、 田んぽ グル ープでほ、戲械刈 りE 行 い, 天

日干 い 脱穀 ー制 摺り一拷 米 , • と作 基 していき、 も

ち米が需成 します " もE ろん、12 月の 「天王森も与

つ巷」 め材とほ りまE 黒来 は芒の まま販 虎 しま尊) ,

以上、 我椎後 七年 内はいろいろ灘 しめ>ま" で、 米作

りに段味ある方ほ 気軽に鬱加 しぎせん か ? 註 し <  は、
ホ ームベ ー ジ、 お し< ほ館建楚ね て くださ い“
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竹 林 の春
さの しいせ 満い 汚竹の 竹群が 辰却 ります。

ところが 、当年 の竹林 には

?Rび越 レ 「竹の 秋」 在穗魏 す春

第色 い葉 性ま七 つた竹 林光 懸

で克 異 常気象 ¢>n 樂が生 活環

横をー宣 したヨ年で g 来春の 翌

に期街 す卷も、 如何 敏もの 肇 1

き の こ 苑
嚥光 ネ ッ トに秘 めれ定 原木 シ

イタ ケ苑 、秋後 半には 秋シ イ

タケ の収積 ?

理日は続 く異常 簡釜の 炸• 、

「散水 j * r リス 」な ど考慮 する毛、「いた ずらリス 」

には手 を焼 きます. 至磁 に近い 自然 栽倍原 木シイタケ

苑で 凱, 秋の 恩めこ汁 (〇振 る？a船 に危機 町 ?
by 大西

そ ば 同好 会
1 。月申巻!以時¦こほ秋新 そば 霧が出 回

りま す・
明そ ぼ対繫 ぐ新そは祭 りは 1 0 月 N0

日。 美味 しいと 言わ 料るそ ば握� に勢め ます.

雅年 階、 キタワ !Z • デ絶そ ばで した,
哮恭 蔣OQそば ¥ 倉うこ期待方 ! by X S

主 な行 事 の ご報 告
• 「無 虫ラ仆 卜ラ ル  7 月 28 日旧)

携の 更生憩瑕曲 • 観察 会ぎ行 いま し枝”

夏㈱み 申で釜 <  0 寡族 23 ん

6 隠 皐¦こ集 合、朗 為い づちは 森̶ を観

察, ア時 半に萩 ると唯 « 藩 り、光 に照らさ痘肥 布に 虫

たち が集 ま コて きます. クワ ガタ/ どの 昆宝 20 種 預

以上 見 られ まレẐ 捕 まえた 生き勒 は敗し幸レた。

• •水迅苔遊ほう生き物観衆」8 月耳日 旧 〕

天王森泉公園と境川遊水地公固 この共催で

行いま し試. 相集JIIの鍋附橋何近で、 卷

加者ほ 了察應 2 1 名. 川の中で亀のJKり巧

W教わり、川の申の沢山のエビ、編などあ捕まえ、楽 し

い観路会になり京 しだ. 聽 よえた 生き助は斂 しましだ. ,

矢 王 我 泉 館 利 用 案 内

開館時間 : 午動 9 時～午後 5 時
休 館 日 : 毎月第 か 4 火BS日 ( 祝日は翌日)

年 末・克始 (12月 29～1月 3 日)

問合せ 先 : 天王 森泉公園事務局 045-804,5133
館内施 殷の利用 ：利用 日の 2 ヶ月前より申込受憎


